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例

1  本書は、県営農免農道整備事業上条南部地区に伴うHS-07遺 跡の発掘調査概要である。
2  発掘調査は、富山県農地林務部富山農地林務事務所の依頼を受けて富山市教育委員会が主体と
なって実施した。

3 調査期間
現地調査  平成 10年 8月 17日 ～平成 10年 9月 16日
遺物整理  平成 10年 9月 17日 ～平成 11年 3月 31日

4  調査にあたり、富山県埋蔵文化財センターの指導・助言を得た。
5  調査および本書の編集・執筆は、富山市教育委員会生涯学習課学芸員 近藤頭子が担当した。
6  調査の実施から報告書作成までの間に次の各氏から有益な助言と協力をいただいた。記して謝
意を表したい。

安達志津・井伊一野・宮田進―             (五 十音順、敬称略)

7  遺構記号は、浦 :SD、 穴 :SKピ ット :Pである。
8  出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
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遺跡の位置と環境

HS-07遺 跡は、富山市の東北部、水橋金広地区から水橋久金地区にかけて所在し、平均標高は
9mを測る。この地区は西に流れる常願寺川の扇状地扇端部にあり、大辻山に水源を発する自岩川の

右岸に位置する。明治38年に改修工事が行われるまでは白岩川が蛇行して流れ、現在みえる河岸段
丘等の微地形を形成した。下流にあたる沖積平野部では、豊富な水資源を利用して早くから水田稲作

が行われ、河川を利用した水運も発達していた。

遺跡の周囲には、自岩川の両岸および、上市川の河岸段丘の間に形成された微高地上に、縄文時代

早期から近世に至る数多くの遺跡が存在する。縄文時代後期から晩期にかけては集落が営まれ、水橋

金広遺跡では掘立柱建物を伴つた集落跡が確認されている。

第 1図  HS-07遺 跡と周辺の違跡 (1:50,OOO)

1,HS-07遺 跡 2,宮塚古墳 3若王子塚古墳 4.水橋中馬場遺跡 5水橋田伏遺跡 6.水橋鉱遺跡
7.清水堂A違跡 8.清水堂 B遺跡 9.清水堂古墳 10.清水堂小深田違跡 11.清水堂南遺跡 12.清水堂雰平邸遺跡
13.清水堂 C遺跡 14.水橋荒阿遺跡 15.水橋池田館違跡 16小出城跡 17.金尾新遺跡 18.水橋二杉遺跡
19金尾遺跡 20.竹内遺跡 21.竹内天神堂古墳 22.仏生寺城跡 23.江上A違跡 24,辻違跡 25,浦田遺跡
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弥生時代、特に後期から古墳時代初期には上市町江上 A遺跡のような大集落や、滑川市魚第遺跡

富山市金尾遺跡、清水堂南遺跡等の集落の存在がある。

古墳時代になると、白岩川本・支流域で、県内では希少な平野部の古墳群 「白岩川流域古墳群」が

形成される。上流部の丘陵尾根上には柿沢古墳群が存在 し、中・下流域の平野部では稚児塚 (円

墳)。 竹内天神堂 (前方後円墳)・ 塚越 (円墳)。 清水堂古墳・宮塚 (方墳)。 若王子塚等が見られ

る。このうち、清水堂古墳は平成 7年度の試掘調査で周濠を有する直径約30mの円墳であることが

確認されている。

奈良時代では、古代官衛跡と推定されている水橋荒町遺跡が、常願寺川河口右岸に存在する。大型、

小型の掘立柱建物群が検出され、石製帯飾り (丸輌)カゴ出土している。また、近隣の立山町ニツ塚か

ら舟橋村仏生寺周辺は「東大寺領大薮荘」の比定地とされており、その南に位置する辻遺跡も含めて、

関連が興味深い。

古代～中世にかけては、立山町を中心とした山地縁辺部で須恵器生産が行われ (上末窯 )、 中世末

～近世には越中瀬戸焼の生産が隆盛した。遺跡からの出土例 も多 く報告されてお り、水橋地区一帯が

消費地の役割を担つていたと考えられる。

中世後半から近世初期にかけては、小出城や仏生寺城等の城館が築かれ、池田館・的場・馬場・専

光寺などの地名として現在も残っている。

Ⅱ 調査に至る経緯

平成 7年に平成 8年度の新規採用事業として、上条南部地区の農道整備計画が富山県農地林務事務

局 (以後 「県農地」とする)よ り立案された。平成 8年に測量設計を行い、 5～ 6年の工期で国道

415号線から国道 8号線を横切り、現在工事進行中の清水堂地区ほ場整備事業地を通るもので、ほ場

整備事業に対して地元要望としてあがつたものであつた。農道の計画は、全幅 12.2m、 総延長

1,330mで、既設の農道がある部分はそれを拡幅し、それ以外の部分は新設するものである。

これに対して市教委は県農地、富山県埋蔵文化財センバーと協議を行い、農道計画は、国道 8号線

以北では自岩川河川敷の金尾遺跡、水橋北馬場遺跡にかかり、以南では富山市平野部に残る数少ない

古墳である宮塚古墳と若王寺古墳の間を抜け、HS-07遺 跡を横切るルートに設計されているため、

試掘調査が必要であり、また重要な遺跡にかかるためルート変更も考慮してほしいと回答した。

しかし、平成 9年の協議で農道にかかる部分の用地買収が進んでいることから、設計計画のルート

変更は不可能となり、当初計画どおり工事が行なわれることとなつた。工事計画では新設される農道

が現存する「神明社」の敷地全域にかかるため、当該神社が西に隣接する代替地に移転することにな

り、農道計画事業地とあわせて試掘調査を行なうこととなつた。

それを受けて市教委は平成 10年 3月 に神社代替地から宮塚 。若王寺古墳の手前まで890ポの試掘

調査を行い、現在使用されている仮設の農道の下も含めてほば全域に遺跡の所在を確認した。

調査では、現地表面下約20～ 45cmに 土師質土器・越中瀬戸焼・珠洲等の遺物を含んだ中世～近世

の遺構を検出し、集落跡の存在が想定された。その結果に基づき、神社代替地の建物にかかる85ポ

については発掘調査を行なうこととし、平成 10年 8月 より発掘調査に着手した。
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Ⅲ 調査の概要

1 調査の経過
発掘調査は、平成 10年 8月 17日 より着手した。調査範囲は社殿建設予定地85ポ とし、重機で包含

層直上まで表土排上を行なつた。その後、作業員によって手掘り作業で調査区周辺に排水溝を掘削し、

調査区全域について遺物包含層及び遺構発掘を行い、土層断面実測、遺構実測、遺物実測・取り上げ、

写真撮影を行なつた。現地調査は9月 16日 まで行い、 9月 17日 で引渡しを完了した。

2 自然地形
調査区は幅約 7m、 長さ約Hmの 東西に長い長方形である。標高は約 9mで現況は平坦地である
が、旧地形は南から北へ、東から西へ緩やかに傾斜し、南部が高くなっているのが確認された。試掘

調査によって調査区周辺に遺跡の所在が確認されており、自岩川右岸微高地上に遺跡が営まれていた

と考えられる。

また、調査区北西から南東に向かつて自然流路 (SD01)カ ヨ検出されており、改修前の自岩川の
氾濫跡と考えられる。

3 基本層序 (第 4図 )
耕作土より下層遺構面まで約50cmを はかる。第 1層水田耕作上、第 2層灰褐色土 (耕盤土)、 第 3

層の暗褐色土は遺物包含層で、越中瀬戸焼、土師質土器が出上した。第 4層 は淡褐色土層で上層遺構

が検出された。さらに第 5層 として暗黒褐色粘質上、その下に第 6層 として白色粘質上の基盤層があ

り、下層遺構の検出面は第 5層 と第 6層の境界であつた。第 6層では湧水が見られる。

第 2図 工事区域にかかる還跡範囲 (南佃」部分 1:21500)
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4 遺橋 (第 3図 )
大別して上層と下層に分けられる。上層遺構は中～近世期の遺物の出上があるが、自岩川の氾濫等、

水害の影響を受けており、近隣からの流れこみと考えられる弥生 。古代の遺物も含んでいる。下層に

あたる遺構は、先立って行なわれた試掘調査から中～近世期の集落の広がりが検出されており、今回

の調査で検出された溝・穴等は、これに係る施設と考えられる。

上層遺構

SD01
SD06の 覆土を切りながら、北西から南東へ延びる溝。深さは北西で40cm、 南東で50cm、 幅90
cmをはかる。自砂と黄褐色上が混じりあいながら堆積しており、流れの方向の上流に自岩川の旧流路

があつたことから、氾濫等によつて形成された自然流路と考えられる。出土遺物は珠洲、越中瀬戸、

中世陶磁器がある。試掘時に富山市で 2例目となる青自磁片が出土した。

SD02,SD03
ほぼSD01と 平行して延びる小溝。深さは南東で 6 cm、 北西では1 0cm。 幅は30cmを はかり、調
査区中央に位置する。SD03は SD02と 同様の黄灰褐色覆土を持ち、深さ 3 cm、 幅 1 5cmを はか
る。ともに素掘り溝と呼ばれるものである。

SD04・ 05

調査区南西端に位置し、 SD01に 平行する。SD04は 深さ6～ 8 cln、 幅35cm。
SD05は 深さ4 cm、 幅25cm。 上層ピットと同じ暗灰褐色の覆上を持つ。これらも素掘り浦である。
流れ込みと思われる弥生土器が出上した。

Pl・ 2・ 3

調査区中央部、SD01に 沿つて検出された。暗灰褐色の覆上を持ちSD02・ 03と 同時期に形
成されたと推測できる。

P4・ 6・ 8

調査区西側、SD01に 沿つて検出された。暗褐色の覆土を持つ。Pl・ 2。 3と 同時期と考えられる。

下層遣構

SD06 (第 5図 )
調査区北半分を占める大溝。幅 1 70cm～ 2 10cmで調査区南東から北西へ延びる。深さは南東で30

cm、 北西で60cmと 深 くなる。上層および同時期の清がこれと同方向に平行に設置されている。覆土

は黒灰色粘質上で地山は白色粘質上である。ここからは木製品、珠洲、青磁、土師質土器が出上した。

SD07 (第 5図 )
調査区北をSD06に 平行して検出された溝。調査範囲外に延びているため、全幅の検出はできな
かつたが、深さは40～ 60cmを計る。

SK01 (第 5図 )
調査区南東端で検出された土坑。今回の調査では全体の半分の検出に留まったが、深さ70cm、 半

径200cmの 隅円形プランを持つ。覆土はSD06と 同様の黒灰色粘質上であるが、SD06の 肩を切つ
て設営されているため、やや新しいと考えられる。遺構内からは板状木製品、箸状木製品、珠洲焼、

土師質土器が出土し、覆土中には植物遺体や甲虫の破片等の昆虫遺体が多く含まれていた。地山面か

らは湧水も見られた。
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⑥ ＼P8

1.黒褐色土 (茶褐色土含 )
2.黒褐色土 (淡褐色土含)
3.淡褐色シル ト

上層 (1/80)

L=75

上層エレベーション (1/40)

N

A

2      3

第3図 遺構図及びエレベーション図

第4図 基本層序 (1/40)
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SK01(1/40)

1 黒褐色土 (酸化鉄含)
2 暗灰褐色粘質土
3 暗灰褐色土 (灰色シルト含)
4 黒褐色土 (白色粘土ブロック含)
5 暗灰掲色土 (酸化鉄含)
6 白色粘土

(1/40)

1 反色土
2 暗茶褐色土
3 黒褐色土
4 黒褐色土 (灰色土含)
5 暗灰茶褐色土
6 暗灰茶褐色粘質土
7 暗黒掲色土 (白色粘土ブロック含)
8 暗黒褐色土 (白色粘質土含)

c SD06(1/40)

1 灰掲色土          
ヤ

2 灰褐色土 (白色粘土ブロック含)
3 灰褐色 (灰色シルト、白tM■ブロツク含)
4 暗灰褐色土 (白色粘土含)
5 暗灰褐色土
6 暗灰褐色粘質土

(1/40)

7 黒灰色粘質土
8 黒灰色粘質土 (灰色砂質土混)
9 灰色砂質土
10,灰色粘質土 (白色粘土ブロック含)

― BI L=74

9 白色粘質土 (暗黒褐色土含)
10 暗黒褐色土 (灰色砂質土含)
11 暗黒褐色土 (淡掲色シルト含)
12 淡褐色シルト(黒褐色土含)
13 黒灰色粘質土
14 黒灰色土
15 黒灰色土 (青灰色粘土ブロック含)
16 青灰色粘土

ヽ

ド

ＳＤ０６

Ｂ・

ビk
L=7.4

7 階灰茶褐色土
8 灰褐色シルト(白色結土ブロック含)
9 灰色上 (白色粘土ブロック含)
10 灰色粘質土
11 白色粘土 (酸化鉄含)

第 5図 違構図及ぴ遺構断面図

(1/40)
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5 遺物  (第 6～ 8図 )
今回の調査では、包含層・上層遺構・下層遺構から弥生土器、須恵器、土師質土器、珠洲焼、越中

瀬戸焼、近世陶磁器、本製品が出土した。

土器

1・ 2は弥生土器の高杯の脚部である。 1は SD06、 2は SK01よ り出上したが、付近からの
流れ込みの遺物と考えられる。

2は古代の須恵器の有台杯である。包含層より出上した。

4～ 7は中世の上師質土器である。4は包含層より出土した。非ロクロ成形の灯明皿である。5は

SK01よ り出上した。ロクロ成形で回転糸切り底をもつ。 6は SK01よ り出土した。ロクロ成形
で回転糸切り底をもつ。 4、 5と もに 13世紀後半から14世紀前半と推測される。 7は SK01よ
り出上した。非ロクロ成形で中世前期 13～ 14世紀代と推定される。
8～ 12は珠洲焼である。8は SD01覆 土より出土した甕の口縁部で、外面は平行叩き目を残す。
吉岡編年 (吉岡1994)V期 に属する。 9は SD06覆 土より出上した甕の肩部で、外面に8よ りも
やや密な平行叩き目を残す。吉岡編年V期に属する。 10は包含層出上の片口の摺鉢である。 1単位
18条の細歯の卸し目を持ち、Ⅵ期に属する。 11は片口鉢の底部である。卸し目は持たない。Ⅵ期
に属する。 12は包含層出上の壷の底部である。自雲母が大量に含まれる。 13は SD06出 上の甕
の体部である。外面に平行叩き目を残し、内面は当て具痕をなで消す。 8と ほぼ同時期と思われる。

8～ 13すべての胎土に海綿骨針が含まれる。
14～ 15は越中瀬戸焼である。 14は灰釉内禿の印花文小皿でSD01か ら出土した。端部がや
や外反し、体部内面には釉止めの段がある。外面の下部は露台で削り込み高台をもつ。 17世紀初め
に属する。 15は黒色鉄釉の天目茶碗で包含層より出土した。体部外面下部は露台である。 14と ほ
ぼ同時期と思われる。

16は瀬戸美濃の天目茶碗である。包含層より出土した。 15世紀害窯後期のもので内反り高台を
もつ。

17は伊万里である。包含層より出上した。染付椀で高台内に落款を入れる。 18世紀に属すると
と推定される。

18は SD06覆 土出上の龍泉窯系青磁である。鏑蓮弁文でオリーブ色の釉がかかる。 13世紀に
属すると推測される。

19は青自磁の梅瓶の体部である。試掘調査時に出土し、今回調査区ではSD01検 出地点にあた
る。櫛状具による唐草文が施され、空色の釉がかかる。北宗窯期で 13世紀前後の年代が与えられる。

木製品

木製品は主にSD06、 SK01か ら出土した。SD06か らは厚みのある板状・杭状の加工木が
出土し、SK01か らは幅が狭く薄い板状の加工木および箸状の木製品が出上している。
1～ 3は SK01出 上の箸状木製品である。先端が欠損するものが多く、断面は方形を呈する。
4～ 6は板状木製品である。 4・ 5は SK01か ら箸とともに出土している。幅 1.5～ 2 cm、 厚
み 311mと 同形に加工されている。 6は SD06よ り出上した。厚みは 81111と SK01出 上のものより
も肉厚である。樹種は4～ 6と も針葉樹で同じと思われる。
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Ⅳ 河ヽ結

今回の調査は約85ポという狭い面積であったため、遺跡の性格を決定付けることは難しいが、下

層遺構のSD06・ 07及びSK01は 、ともなう遺物から13世紀後半から14世紀にかけての中
世前半に営まれた排水濤等の施設であると推定できる。その上層のSD02～ 05は、出土遺物から

中世後半にかけて営まれたと考えられ、調査区の北側の試掘調査でも、同じレベルの黄褐色土地山か

ら中世後半から近世にかけての遺物及び遺構が検出されている。この地域に、中世前半 。中世後半～

近世にかけての2時期に集落が形成されていたと考えられる。

また、調査区上面は排水のための暗渠が数ヶ所設けられており、設置、改修の際に受けた掘削によっ

て、上層遺構上面は攪乱を受けていた。攪乱面の直下より切り込まれているSD01は 、近世以降河
川改修に至る間の水害の跡を留めており、かつて自岩川の氾濫によって神明社が何度か流され、現在

の位置に移転したという地元の伝承を伝えるものであつた。

参考文献

北陸中世土器研究会 1997 『中 。近世の北陸』
吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』
吉岡康暢 1989 『日本海域の上器・陶磁 中世編』

第9図  明治43年大日本帝國陸地瀾」量部測園地形図 (1:50,000)
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違跡周辺の航空写真 (1/10,OOO)
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図
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HS-07 遺跡調査区全景
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調査状況 (1)
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出土遺物 (1)木製品 (番号は第8図に同じ)1/2
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1917

出土遺物 (2)土器・陶磁器 (番号は第 6・ 7図に同じ)1/2
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所 収 遺 跡 名

ふ り が な
所  在  地

コード
】ヒ  冷革 経

″

東

。
調査期間

調査面責
(対象)∬

調査原因
市町村 遺跡番号

HS-07遺跡 富山県富山市水橋金広73-2 16201 580
度

分

秒

６

２

８

３

４

５

1♀

5雰
14秒

19980817

19980916
85

県営農免農道

整備事業に伴

う神41V転

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特 記 事 項

HS‐ 07遺跡 集落跡 中世
穴、清

土坑

珠洲、越中瀬戸焼、上師質土

器、古瀬戸青磁、青自磁、伊

万里、唐津、種子木製品

調査参加者
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